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世
界
の
多
く
の
国
々
が
２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
し
て
い
る
が
、
そ

の
達
成
に
は
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
が
多
い
自
動
車

分
野
の
脱
炭
素
化
は
非
常
に
重
要
と
な
る
。

そ
の
手
段
と
し
て
、
世
界
的
に
は
Ｅ
Ｖ
化
の

推
進
が
主
役
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

昨
年
中
国
で
は
、
５
３
６
万
台
の
Ｅ
Ｖ
の
新

車
が
販
売
さ
れ
、
比
率
は
20
％
に
達
し
、
今
年

４
月
ま
で
も
そ
の
勢
い
が
続
い
て
い
る
。

ド
イ
ツ
も
昨
年
１
年
間
で
の
乗
用
車
新
車
販

売
の
Ｅ
Ｖ
比
率
は
約
18
％
に
達
し
、日
本
の
１
・

７
％
と
比
べ
た
格
差
は
大
き
い
。

但
し
、
日
本
で
も
日
産
や
三
菱
の
軽
の
Ｅ
Ｖ

が
人
気
を
博
し
、
今
後
モ
デ
ル
が
増
え
る
に
伴

い
、
比
率
が
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
日
本
の
自
動
車
業
界
で
は
、
脱
炭
素

に
向
け
て
は
、
Ｅ
Ｖ
一
辺
倒
で
は
な
く
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
Ｅ

Ｖ
と
そ
れ
以
外
の
動
力
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
へ
の
道
筋
と
、
そ
れ
に
向
け
た
自
動

車
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
メ
ー
カ
ー
の
役
割
期
待
に
関

し
て
検
討
し
た
い
。

１
．
日
本
の
Ｅ
Ｖ
化
は
、
軽
や
コ
ン
パ
ク
ト

ク
ラ
ス
が
牽
引
か
？

現
在
人
気
を
博
し
て
い
る
日
産
や
三
菱
の
軽

の
Ｅ
Ｖ
は
、
セ
カ
ン
ド
カ
ー
と
し
て
保
有
す
る

ユ
ー
ザ
ー
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
弊
社
の

Ｗ
ｅ
ｂ
調
査
（
全
国
の
乗
用
車
保
有
ユ
ー
ザ
ー

が
対
象
）
で
、
世
帯
で
Ｅ
Ｖ
の
保
有
を
検
討
す

る
場
合
の
形
態
に
関
し
て
意
向
を
尋
ね
た
。

そ
の
回
答
で
は
、「
世
帯
の
複
数
の
車
の
う

ち
、
一
部
で
Ｅ
Ｖ
を
検
討
し
て
も
良
い
」
が
39

％
と
全
体
の
約
４
割
を
占
め
、
最
も
多
く
な
っ

た
（
図
表
１
）。

ま
た
そ
の
質
問
で
「
Ｅ
Ｖ
を
検
討
す
る
意
向

が
あ
る
」
と
答
え
た
68
％
の
人
を
母
数
に
し
て
、

「
購
入
を
検
討
す
る
場
合
の
希
望
の
タ
イ
プ
」

を
尋
ね
た
所
、「
軽
自
動
車
ク
ラ
ス
」
が
40
％
、

「
コ
ン
パ
ク
ト
ク
ラ
ス
」
が
27
％
で
、
経
済
性

が
高
い
両
者
を
併
せ
る
と
67
％
と
全
体
の
２
／

３
に
及
ん
で
い
る
（
図
表
２
）。

日本型のカーボンニュートラルへの
道筋について

地域資源による内燃機関活用と
地域エコシステムの形成
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図表１．世帯でEVを保有する場合の検討形態

出所）現代文化研究所「全国自動車保有ユーザー調査」（22年11月）
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従
っ
て
日
本
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
化
は
、
軽
や
コ

ン
パ
ク
ト
ク
ラ
ス
、
な
か
で
も
航
続
距
離
へ
の

こ
だ
わ
り
が
少
な
い
セ
カ
ン
ド
カ
ー
の
需
要
が

先
導
役
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
Ｅ
Ｖ
保
有
の
利
点
に
関
す
る
質
問
で
は
、

「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
行
く
よ
り
も
、
自
宅

で
充
電
で
き
る
方
が
便
利
」
と
い
う
回
答
が
40

％
と
最
も
高
い
と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
。

給
油
所
数
が
減
少
し
、
共
働
き
の
女
性
は
給

油
所
へ
の
往
来
に
時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
や
、

セ
ル
フ
式
ノ
ズ
ル
で
手
が
臭
く
な
る
こ
と
な
ど

女
性
か
ら
の
否
定
的
な
意
見
も
多
い
。

日
産
や
三
菱
の
軽
Ｅ
Ｖ
の
購
入
者
も
自
宅
充

電
を
中
心
と
す
る
人
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
自
家
消

費
す
る
世
帯
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
、
Ｅ
Ｖ

の
蓄
電
機
能
は
、
そ
の
電
力
需
給
の
調
整
役
と

し
て
も
評
価
が
高
ま
る
見
込
み
で
あ
る
。

２
．
Ｅ
Ｖ
化
に
よ
る
整
備
収
入
減
少
を

囲
い
込
み
プ
ラ
ン
で
カ
バ
ー
す
る
必
要

今
後
Ｅ
Ｖ
化
が
進
む
ほ
ど
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
と

し
て
は
整
備
単
価
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
見

込
み
で
、
Ｅ
Ｖ
の
販
売
経
験
が
長
い
日
産
で
は
、

例
え
ば
Ｅ
Ｖ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
パ
ッ
ク
の
料
金

は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り
も
価
格

が
４
割
強
安
く
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
し
か

も
、
リ
ー
フ
の
場
合
、
故
障
や
交
換
部
品
の
発

生
も
少
な
い
模
様
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
パ
ッ
ク

に
加
入
し
て
い
な
い
と
入
庫
頻
度
も
減
り
、
さ

ら
に
差
が
広
が
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
Ｅ
Ｖ
化
に
よ
る
整
備
収
入
の
減
少

を
カ
バ
ー
す
る
に
は
、
車
の
販
売
時
か
ら
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
付
き
リ
ー
ス
の
契
約
な
ど
で
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
保
険
、
中
古
車
の
再
販
な
ど
の
バ

リ
ュ
ー
を
内
部
化
す
る
重
要
性
が
増
す
。

Ｅ
Ｖ
は
、
価
格
が
高
く
、
残
価
市
場
も
未
確

立
な
こ
と
、
電
池
材
料
の
再
利
用
の
必
要
性
や

車
両
廃
棄
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
管
理

責
任
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
リ
ー
ス
方
式

に
す
る
意
義
が
高
ま
る
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
は
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
時
の
接
触
を
維
持
し
な
が
ら
、
ボ
デ
ィ
コ

ー
ト
や
有
料
洗
車
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、

家
庭
用
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
装
置
、
電
力

契
約
と
の
セ
ッ
ト
提
案
な
ど
、
新
た
な
商
材
の

開
発
も
求
め
ら
れ
て
く
る
。

Ｅ
Ｖ
の
残
価
は
ま
だ
評
価
が
低
い
が
、
中
に

あ
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の
機
能
自
体
は
、
家
庭
用
の

蓄
電
池
と
い
う
視
点
で
見
た
場
合
に
、
実
は
高

い
金
銭
価
値
を
秘
め
て
い
る
面
も
あ
る
。

３
．
Ｅ
Ｖ
一
辺
倒
で
は
な
い
自
動
車
動
力
の

可
能
性

但
し
Ｅ
Ｖ
一
辺
倒
で
は
、
現
状
の
日
本
の
電

源
構
成
で
は
発
電
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
多
く

Ｅ
Ｖ
の
良
さ
を
発
揮
で
き
な
い
上
、
電
力
供
給

量
、
特
に
脱
炭
素
電
力
の
供
給
量
は
圧
倒
的
に

不
足
す
る
構
造
的
な
課
題
が
あ
る
。

将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
水
素
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
自
動
車
で
も
Ｆ
Ｃ
Ｖ
だ
け
で
な
く

水
素
エ
ン
ジ
ン
車
も
有
望
と
考
え
る
が
、
求
め

ら
れ
る
グ
リ
ー
ン
水
素
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
力
か
ら
生
成
）
は
、
供
給
量
で
も
コ
ス
ト

面
で
も
か
な
り
大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
る
必
要
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ディー ー 76 2.6 25.0 35.5 7.9 7.9 6.6 14.5
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車 車ディー ー 1211 1.6 3.8 40.3 28.0 5.9 2.3 6.6 10.9 0.2 0.5

車 559 2.1 3.8 37.4 26.8 7.5 3.4 5.5 12.7 0.2 0.5
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車 163 1.8 8.0 39.3 23.9 3.7 1.8 12.9 8.0 0.6

車 115 2.6 52.2 34.8 2.6 2.6 5.2

車 161 1.9 2.5 43.5 29.2 3.7 2.5 8.1 8.7
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車 車ディー ー 292 1.0 5.1 40.4 23.6 9.6 4.5 7.5 7.9 0.3
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電 ） 29 3.4 6.9 20.7 24.1 17.2 13.8 3.4 6.9 3.4
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自動車 車 価 ） 382 0.8 1.8 71.5 13.6 2.6 1.3 4.5 3.4 0.5

車 56 3.6 5.4 33.9 42.9 3.6 1.8 3.6 5.4

ン ） 79 1.3 8.9 16.5 48.1 6.3 3.8 5.1 10.1

ン ） 93 2.2 21.5 41.9 19.4 4.3 2.2 7.5 1.1

ン ） 60 5.0 16.7 23.3 40.0 1.7 1.7 11.7

ーペ 39 7.7 5.1 7.7 41.0 7.7 17.9 7.7 5.1

ーシ ン ン 77 5.2 3.9 15.6 40.3 3.9 6.5 13.0 11.7
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図表２．EVの購入を検討する場合の希望のタイプ

出所）現代文化研究所「全国自動車保有ユーザー調査」（22年11月）
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が
あ
り
、
合
成
燃
料
（
グ
リ
ー
ン
水
素
と
Ｃ
Ｏ
２

よ
り
生
成
）
の
実
用
化
も
時
間
が
か
か
る
と
見

る
専
門
家
が
多
い
。

日
本
が
化
石
燃
料
の
輸
入
で
海
外
に
流
出
さ

せ
て
い
る
国
富
は
こ
れ
ま
で
年
間
15
～
20
兆
円

で
推
移
し
て
い
た
が
、
22
年
度
は
35
兆
円
程
度

ま
で
急
拡
大
し
た
見
込
み
で
あ
る
。

脱
炭
素
に
向
け
た
化
石
燃
料
か
ら
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
に
関
し
て
は
、
ク
リ
ー
ン
な
電
力
に

関
心
が
集
中
し
て
い
る
が
、
ガ
ス
と
し
て
利
用

し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
に
つ
い
て

は
、
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

し
か
し
、
ガ
ス
を
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
で
自
給
す
る
方
法
は
あ
り
、
そ
れ
は
自
動

車
の
動
力
源
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

木
材
の
端
材
や
農
業
や
畜
産
か
ら
の
廃
棄
物

な
ど
、
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
か
ら
燃
料
ガ

ス
を
生
み
出
す
技
術
は
、
グ
リ
ー
ン
水
素
の
生

成
よ
り
も
容
易
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
ガ
ス
か
ら

グ
リ
ー
ン
水
素
に
改
質
す
る
技
術
も
、
他
の
手

段
よ
り
も
低
コ
ス
ト
化
で
有
利
と
み
ら
れ
る
。

日
本
は
森
林
国
な
が
ら
、
伐
採
適
齢
期
で
も

放
置
さ
れ
て
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
が
、
活
用
す

べ
き
資
源
自
体
は
全
国
に
豊
富
に
あ
る
。

ま
た
輸
入
す
る
化
石
燃
料
の
う
ち
電
力
と
し

て
利
用
し
て
い
る
の
は
一
部
で
あ
り
、
最
終
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
段
階
で
は
、
熱
源
と
し
て
の
利

用
が
７
割
強
を
占
め
て
い
る
。

今
後
は
熱
利
用
部
門
も
電
化
を
進
め
る
こ
と

が
脱
炭
素
の
道
と
言
わ
れ
て
は
い
る
が
、鉄
鋼
・

化
学
・
セ
メ
ン
ト
等
の
業
界
や
、
航
空
機
・
船

舶
・
大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
動
力
の
電
化
は
非
常

に
壁
が
高
く
、
時
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
。

そ
う
し
た
熱
利
用
分
野
の
熱
源
の
脱
炭
素
化

が
極
め
て
重
要
だ
が
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ら
可
能

で
あ
り
、
そ
こ
が
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
異
な
る
特
長
で
も
あ
る
。
内
燃
機
関
の
車
の

動
力
と
し
て
も
、
自
動
車
生
産
工
場
の
ク
リ
ー

ン
な
熱
源
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

実
際
に
ド
イ
ツ
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
動
力

源
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
ガ
ス
化
し
て
精
製

し
た
バ
イ
オ
メ
タ
ン
（
ガ
ス
）
や
バ
イ
オ
Ｌ
Ｎ

Ｇ
（
低
温
で
液
化
）
で
走
る
ト
ラ
ッ
ク
や
そ
の

イ
ン
フ
ラ
を
増
や
す
動
き
が
急
速
に
強
ま
っ
て

い
る
。
天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
既
存

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
で
き
、
水
素
の
充
填
よ
り
設

備
費
用
が
か
か
ら
な
い
利
点
も
あ
る
。

バ
イ
オ
メ
タ
ン
を
供
給
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
数
百
か
所
あ
り
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
も
増
設
し
バ
イ
オ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
供
給
に
切
り
替

え
る
予
定
で
、
水
素
に
よ
る
合
成
燃
料
実
用
化

ま
で
の
つ
な
ぎ
と
す
る
方
針
の
よ
う
で
あ
る
。

４
．
地
域
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
に

自
動
車
業
界
は
貢
献
可
能

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た
地
域
ご
と
の
小
規

模
な
発
電
機
（
熱
電
併
給
型
）
は
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
北
欧
な
ど
で
は
広
く
活
用
さ

れ
て
い
る
が
、
日
本
は
一
次
産
業
が
衰
退
を
続

け
て
き
た
た
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
機

も
海
外
製
に
依
存
し
て
い
る
。

日
本
の
国
情
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
故
障
も
多
く
生
産
性
が
低
い
事
例
が
多

い
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
社
は
、
高
品
質
な

小
型
ガ
ス
化
発
電
シ
ス
テ
ム
の
代
表
的
な
メ
ー

カ
ー
だ
が
、
発
電
機
に
は
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー

Ｍ
Ａ
Ｎ
社
の
エ
ン
ジ
ン
を
採
用
し
て
お
り
、
自

動
車
の
内
燃
機
関
の
技
術
力
が
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
。

今
後
は
バ
イ
オ
マ
ス
を
自
動
車
燃
料
に
も
活

用
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
日
本
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
そ
う
し
た
発
電
機

や
、
燃
料
生
産
の
基
と
な
る
農
林
業
の
生
産
性

向
上
を
助
け
る
先
進
機
械
の
開
発
に
ま
で
、
目

を
向
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
日
本
の
一
次
産
業
の
生

産
性
は
大
き
く
高
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
。
自
然
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資
本
の
育
成
か
ら
管
理
、
恩
恵
の
活
用
ま
で
の

生
態
系
循
環
が
正
し
く
促
進
さ
れ
、
全
国
各
地

の
経
済
活
性
化
や
国
土
保
全
に
向
け
大
き
な
威

力
を
発
揮
し
、自
動
車
の
脱
炭
素
燃
料
の
自
給
・

活
用
の
道
も
開
け
る
だ
ろ
う
。

複
雑
な
国
際
情
勢
や
気
候
変
動
か
ら
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
代
金
の
域
外
流
出
が
一
層
増
加
す
る
懸

念
も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
糧
の
安
全
保
障

と
価
格
の
安
定
化
は
、
地
域
住
民
の
生
活
維
持

に
直
結
す
る
今
後
の
重
要
課
題
と
な
る
。

自
動
車
業
界
と
し
て
企
業
や
住
民
共
同
体
と

連
携
し
、
健
全
な
地
域
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成

を
主
導
し
て
い
く
こ
と
は
意
義
が
大
き
く
、
新

時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
糸
口
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

５
．
地
域
の
脱
炭
素
へ
の
啓
蒙
活
動
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
の
ア
ピ
ー
ル
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
果
に

デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
車
の
販
売
か
ら
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
通
じ
、
非
常
に
数
多
く
の
顧
客
世
帯
と

長
期
に
わ
た
り
、
良
好
な
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

今
後
、
各
地
域
の
自
治
体
で
も
、
脱
炭
素
を

目
指
す
こ
と
は
共
通
の
重
要
命
題
と
な
っ
て
お

り
、
地
域
住
民
全
体
に
脱
炭
素
に
向
け
た
活
動

へ
の
参
画
を
呼
び
か
け
先
導
す
る
上
で
、
貴
重

な
役
割
を
果
た
し
得
る
立
場
に
あ
る
。

国
と
し
て
も
、
脱
炭
素
へ
の
方
法
論
と
し
て

「
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
温
室
効
果
ガ
ス
の

吸
収
や
削
減
の
価
値
を
金
銭
取
引
で
き
る
仕
組

み
）」
の
認
知
促
進
を
図
り
、
国
民
運
動
に
発

展
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

対
応
の
例
と
し
て
、
デ
ィ
ー
ア
イ
シ
ー
ジ
ャ

パ
ン
（
株
）
で
は
、
グ
リ
ー
ン
電
力
で
自
動
車

整
備
を
実
施
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
「
環
境
価

値
」
を
自
社
入
庫
客
に
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
進
呈

し
、
顧
客
が
脱
炭
素
に
貢
献
し
た
こ
と
に
な
る

仕
組
み
を
ア
プ
リ
で
提
案
し
て
い
る（
図
表
３
）。

こ
の
よ
う
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
吸
収

を
通
し
、
自
社
で
創
出
又
は
購
入
し
た
「
環
境

価
値
」
を
顧
客
に
ポ
イ
ン
ト
等
で
提
供
す
る
こ

と
で
、
参
画
意
識
を
啓
蒙
で
き
る
。
難
易
度
が

高
い
活
動
で
も
な
く
、
自
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動

の
旗
印
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
上
、
入
庫
促

進
の
実
利
に
つ
な
げ
る
意
義
も
あ
る
。

ま
た
荒
廃
が
進
む
全
国
の
森
林
資
源
の
育

成
・
管
理
に
関
し
て
も
、
森
林
事
業
者
が
温
室

効
果
ガ
ス
吸
収
で
生
み
出
す
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ

ッ
ト
の
購
入
で
、
顧
客
と
共
に
応
援
す
る
だ
け

で
も
貴
重
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
な
る
。

現
在
世
界
的
に
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
し
て
、
自
然
体
験
を
求
め
た
観
光

に
大
き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
な
ど
森
林
空
間
を
活
用
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
観
光
需

要
を
含
む
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
活
性
化
の
一

翼
を
担
っ
た
り
、
人
手
が
不
足
す
る
森
林
整
備

に
も
協
力
を
呼
び
か
け
、
地
域
の
生
態
系
を
守

り
自
然
資
本
の
経
済
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
活

動
は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
な
し
得
る
価
値
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
な
る
と
共
に
、
地
域
活
性
化
に

向
け
今
後
求
め
ら
れ
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
切
り

口
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

ご
関
心
が
あ
れ
ば
、
弊
社
も
ご
協
力
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

図表３．自動車整備におけるグリーン電力の「環境価値」の活用事例

出所）ディーアイシージャパン株式会社のホームページより

図表３．自動車整備におけるグリーン電力の「環境価値」の活用事例

出所）ディーアイシージャパン株式会社のホームページより
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